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長引く新型コロナ 

 新年度が始まって早々に臨時休業になりました。子どもたちと新しい担任との出会いからわずか 6日で４

月が終わってしまいました。２週間半のはずがさらに伸び、子どもたちとの再会は 5 月 11 日、休業から 21

日後となりました。その間、子どもたちの様子が気になり校区を巡回しましたが、人の気配はなく町中を歩

く数人の町民の方にしか会えませんでした。家の中でどんなふうに過ごしているのかなと思いながら学校へ

戻りました。 

 全国に非常事態宣言が発令されてから不要不急の外出自粛に努め、増え続けていた感染症患者も少しずつ

減ってきました。島根県では、4月 9日に 1例目の感染症患者が出てから次々と増え、累計感染者数は 24名

となっています。濃厚接触者は高い確率で感染しており、新型コロナウイルスの感染力の強さを思い知らさ

れます。 

 5月 11日(月)、地区別の分散登校ではありましたが、久しぶりに子どもたちの元気な姿を見ることができ

ました。各家庭では、時間の使い方を工夫していただき、平素できない経験もできたように聞いています。

ご協力、ありがとうございました。今後、どのような展開になるかわかりませんが、学校が考えていくこと

は次の 3 点です。一つ目は、感染予防です。まだまだ油断できない状況です。3 密を避け、手洗い、換気、

マスク着用等の感染防止対策を徹底していきたいと思います。二つ目は、学力保障です。臨時休業により約

90時間の授業が欠時になりました。そのため、学習内容の工夫や朝の学習、夏休みの短縮等の対応をしたい

と考えています。三つ目は体力向上です。運動量が不足しています。3 密に配慮しながらも運動量の確保に

努め、病気への抵抗力を高めたいと考えています。ご家庭でも引き続き、検温や健康観察等の感染予防対応

をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3つの大事なこと 
 通常授業が始まった 5月 19日（火）、8時 15分に全校放送をしました。学校が始まり、お互いが元気に再

開できたことをうれしく思う気持ちとこれからの学校生活で大事にしてほしいことを 3つ話しました。 

①何よりも大事なものは命! 命を最優先していろいろなことが判断された 

②大変なときこそ大事なことは助け合い! 自己犠牲を払いながら命がけで働いていただいた 

③みんながガマンして実行すること!  外出自粛、営業自粛、マスク着用など 

 

令和元年度 教育後援会 購入物品 
 令和元年度の教育後援会費で、以下の物を購入させていただきました。 

  今年度は、64万 7180円のご寄付をいただきました。大変ありがとうございました。 

〇5.6年教室カーテンの取り替え    〇プール用コースロープ 3本  

〇校報｢かけと｣印刷費       〇音楽室用掃除機 1台   

〇児童用椅子 30脚           〇遊具修繕用積立金 86000円 

集団下校 

 4 月 16 日(木)、全校児童による集団下校を行いました。例年で

すと小校庭に詰めて集まりますが、この日は、大校庭で広がって集

まりました。地区担当の職員も自宅近くまで一緒に歩き、下校指導

に合わせて通学路の点検も行いました。 

 転任してきた職員からは、「狭い道や路地がたくさんあって危険

ですね」という感想も聞かれました。安全に登下校ができるように

安全指導に努めたいと思います。 

ミナミアカヒレタビラ放流 

 5 月 8 日（金）、大原川で大田の自然を守る会によるミナミアカ

ヒレタビラの放流（約 200匹）が行われました。 

 本当は、5年生の子どもたちの見守る中での放流を計画されてい

ましたが、臨時休業中のために実現しませんでした。その代わり

16 名の職員が集まり、約 6 ㎝に成長したミナミアカヒレタビラが

川に放される瞬間を見届けました。 

 放流場所には、自然保護団体や県職員、市教委、銀山テレビを含

め 25名くらいの方がおられました。 

猿が出没 

 5月 18日(月)、地域住民の方から小学校近くで猿が出没したという知らせを受けました。大田市内でも山

間部の学校では、群れでの出没情報を聞くことがありますが、久手小学校では珍しいです。 

 子どもたちには、猿に遭遇したときの対処法を各学級で指導しました。 

≪猿に遭遇したらどうすればいいか≫ 

・あわてない   ・叫ばない   ・逃げない  ・追いかけない 

・目を合わせない ・エサをやらない・近づかない ・からかわない 

2020年度 久手小 学校だより 《5月号》 
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分散登校初日（5/11）の 1年教室の様子 

中止または延期になった行事等 

【中止】       【延期】 

●連合運動会     〇修学旅行 

●大田陸上      〇全国植樹祭 

●プール使用     〇健康診断 

●学童水泳大会    〇避難訓練 

【検討中の行事】 

△体操大会  △連合音楽会  △運動会 

△宿泊研修  △学習発表会   △遠足 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1588395782/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEzLzA0L2Jsb2ctcG9zdF8yNjgxLmh0bWw-/RS=^ADBdc4M5oqFji3kpZY23kND7_DqE7o-;_ylt=A2Rivc.FrateUWgAqgCU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1589860761/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDI5MC5odG1s/RS=^ADBELRPBsqxFvxsoMrdFBdouskmEWM-;_ylt=A2RivbAYCMJeMRIAqReU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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学校経営構想 2020 

 令和元年度の学校評価結果を受け、今年度も学校経営構想を作成しました。 

 詳細につきましては、PTA総会資料に添付させていただきます。 

 学校と家庭と地域が連携し、子どもたちの社会的自立と幸せのために努力していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校での感染症予防対策 
 学校では、次のことを引き続き行っています。 

≪学習面≫ 

〇隣との距離の確保 

〇常時換気 

〇体育・音楽・家庭科での感染防止対策 

〇グループ活動の制限 

≪生活面≫ 

〇手洗い 

〇マスク着用 

〇健康観察 

〇体育館、図書館の利用制限 

〇給食の約束 

〇歯磨きの約束                      5年生は 3階多目的室で学習 

 

昼休みの校庭 
子どもたちの元気な姿が校庭いっぱいに広がっています。校舎内の使用は制限していますが、校庭は運動

機会の確保とストレス発散のために休み時間には開放しています。いつもより多くの子どもたちがサッカー、

野球、テニス、バスケットボール、一輪車、鉄棒、ドッジビー、バドミントンなど、それぞれが思い思いの

運動を楽しんでいました。なるべく離れて遊ぶように指導をしていますが、子どもには難しいようです。遊

んだ後の手洗いや換気は徹底して行っています。 

  

 

6月の行事予定 ※変更する場合もあります 

６月 ５日(金) 尿検査予備日 

   ９日(火)～１２日(金） 教育相談 

 １９日(金) スクールカウンセラー来校 

   ２４日(水) 学習公開日 学級懇談（詳細は別紙でお知らせします） 

≪お礼≫ ありがとうございました 
★JAしまね営農センター様に刈り取った芝の回収作業をしていただきました。 

★学校再開にあたり、青パトや地域の方々に登下校の見守りのお世話になっています。 

≪ 学校教育目標 ≫ 

心豊かでたくましく 仲間とともに進んで学ぶ 久手っ子の育成 

進んで学び  

考える子 

★人の話を考えながら聞く子 

★自分の考えを表現する子 

★仲間と考えを高め合う子 

思いやりがあり  

助け合う子 

★自分や仲間を大切にする子 

★誰にでも明るい挨拶をする

子 

★学級・学校のために協力をす

る子 

生き生きと活動し  

がんばりぬく子 

★自分の力を出し切る子 

★最後までやり切る子 

★自分の命を自分で守り抜く

子 

≪重点課題≫ 

★対話と考える時間を確保

する。 

★学習の習慣化を図り、自ら

学ぶ力を伸ばす。 

≪重点課題≫ 

★自尊感情を高める。 

 

★礼儀正しくさせる。 

 

≪重点課題≫ 

★多様な運動経験をさせ、調

整力を高める。 

★健康意識を高める。 

 

―地域との連携― 

○学校支援地域コーディネータ 

ーと連携し、教育の質を高め 

る。 

○学校運営協議会制度を活用 

し、学校経営の改善を図る。 

○外部講師を招聘し、体験活動 

本物体験を充実させる。 

―家庭との連携― 

○PTA 活動を充実させ、家庭 

との協力体制を築く。 

○各種広報を活用し、情報共有 

と共通理解に努める。 

○保護者との報・連・相を密に 

する。 

 

―関係機関との連携― 

○教育・福祉機関と連携し、教 

育環境の改善を図る。 

○保健・医療機関と連携し、指 

導の充実につなげる。 

○警察・児童相談所等と連携 

し、課題の早期解決に努め 

る。 

 

―学習環境の最適化― 

○学校図書館の活用 ○教材・教具の充実 ○良好な人間関係づくり ○支持的風土づくり 

〇子どもファースト 〇人権感覚の研磨  ○施設・設備の機能化 ○校舎内外の美化など 

校庭で元気に遊ぶ子どもたち 


